
「
あ
ふ
み
」、
掛
詞
と
し
て
の
出
発

一
七

は
じ
め
に

平
安
朝
和
歌
に
お
い
て
、「
近あ
ふ
み江
」
に
「
逢
ふ
身
」
を
掛
け
る
掛
詞
の
修
辞
が

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

　
　
　

貞
辰
親
王
の
家
に
て
、
藤
原
清
生
が
近
江
介
に
ま
か
り
け
る
時
に
、

　
　
　

餞
別
し
け
る
夜
、
よ
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀　

利
貞

　

け
ふ
わ
か
れ
あ
す
は
あ
ふ
み
と
お
も
へ
ど
も
夜
や
ふ
け
ぬ
ら
む
袖
の
つ
ゆ
け
き

（
古
今 

離
別
8
・
三
六
九
）

こ
の
歌
は
、
近
江
介
と
し
て
赴
任
す
る
藤
原
清
生
の
は
な
む
け
の
席
で
詠
ま
れ

た
歌
で
あ
り
、「
今
日
お
別
れ
を
し
て
、
明
日
あ
な
た
は
近
江
へ
行
っ
て
し
ま
う
、

近
江
の
国
は
一
日
で
行
け
る
距
離
で
あ
る
の
で
、
明
日
に
は
逢
う
こ
と
の
で
き
る

身
と
は
思
う
も
の
の
、
夜
が
更
け
て
い
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
、
袖
が
濡
れ
て

い
る
こ
と
よ
」
と
歌
い
、
暗
に
、
別
れ
の
涙
で
袖
が
濡
れ
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て

い
る
。
清
生
が
明
日
発
っ
て
近
江
に
着
く
、
と
い
う
こ
と
に
、
近
江
は
近
国
で
あ

る
の
で
明
日
ま
た
逢
え
る
身
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
掛
詞
関
係
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

ず
、「
み
」
に
「
身
」
が
喚
起
さ
れ
る
た
め
に
は
、「
近
江
」
に
お
け
る
「
み
」
が
、

語
源
的
に
含
ま
れ
て
い
る
海
の
意
を
喚
起
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
上

代
特
殊
仮
名
遣
い
の
も
と
で
は
、
海
の
ミ
は
《
ミ
甲
》、
身
体
の
ミ
は
《
ミ
乙
》
で

あ
り
、
異
な
っ
た
音
節
で
あ
っ
た
。
そ
の
条
件
が
失
わ
れ
て
も
、
近
江
す
な
わ
ち

淡あ
は
う
み海
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
れ
ば
、
身
と
掛
け
ら
れ
る
時
、
海
と
身
体
と
の
何
ら

か
の
有
縁
性
が
辿
ら
れ
な
い
限
り
掛
詞
に
は
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
ア
フ

ミ
」
が
「
近
江
」
と
表
記
さ
れ
、
そ
こ
に
海
の
意
が
消
え
、
単
に
国
名
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
ひ
ら
が
な
で
表
記
す
る
限
り
、

「
あ
ふ
み
」
と
い
う
形
態
に
国
名
「
近
江
」
と
「
逢
ふ
身
」
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。

ま
た
、「
あ
ふ
み
」
が
、「
逢
ふ
身
」
で
あ
る
た
め
に
は
、「
身
」
と
い
う
語
に
、

「
逢
ふ
」
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
概
念
を
有
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。「
身
」
の
意

味
す
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
を
考
え
た
時
、
い
く
つ
か
の
概
念
が
導
か
れ
る
が
、

そ
の
す
べ
て
の
概
念
に
「
逢
ふ
」
行
為
が
成
り
立
つ
わ
け
で
は
な
い
。「
逢
ふ
」

行
為
が
成
り
立
つ
「
身
」
の
概
念
が
生
じ
な
い
限
り
、「
逢
ふ
身
」
の
概
念
も
生

じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、「
近
江
」
が
「
逢
ふ
身
」
に
掛
け
ら
れ
る
掛
詞
修
辞
の
、
右
の
よ

「
あ
ふ
み
」、
掛
詞
と
し
て
の
出
発

二　

條　

絵
実
子
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一
八

う
な
条
件
に
お
け
る
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一

「
近
江
」
の
表
記
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
の
「
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷

名
、
着
二
好
字
一
」
の
詔
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
詔
を
出

し
た
と
い
え
ど
も
、
広
く
一
般
の
人
々
ま
で
新
し
い
表
記
が
浸
透
す
る
に
は
、
そ

れ
な
り
の
時
間
を
要
し
た
よ
う
で
、
行
政
文
書
で
な
い
文
献
に
は
、
和
銅
六
年
以

降
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
以
前
と
同
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
あ
ふ
み
」
の
表
記
が
混

在
す
る
。

「
近
江
」
表
記
が
発
生
す
る
以
前
、「
あ
ふ
み
」
は
、「
近
淡
海
」
で
表
記
さ
れ
た
。

こ
の
国
名
は
、
国
内
に
大
き
な
淡
水
の
海
を
擁
す
る
こ
と
に
由
る
。
も
と
は
、
淡

海
は
、
湖
を
指
す
普
通
名
詞
で
あ
り
、
萬
葉
集
に
用
例
が
存
在
す
る
。
の
ち
に
、

都
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
淡
海
、
現
在
の
琵
琶
湖
を
「
近ち
か
つ
あ
は
う
み

淡
海
」、
遠
い
と
こ

ろ
に
あ
る
淡
海
、
現
在
の
浜
名
湖
を
「
遠と
ほ
つ
あ
は
う
み

淡
海
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る（
１
）。

「
あ
ふ
み
」
は
、
表
記
と
し
て
は
「
近
淡
海
」
の
「
淡
海
」
を
「
江
」
の
字
に

置
き
換
え
る
こ
と
で
「
近
江
」
が
発
生
し（
２
）、
発
音
と
し
て
は
、「
ち
か
つ
あ
は

う
み
」
か
ら
、「
ち
か
つ
」
が
省
略
さ
れ（
３
）、
さ
ら
に
「
あ
は
ふ
み
」
の
音
変
化

に
よ
っ
て
「
あ
ふ
み
」
が
発
生
し
た
。

今
一
度
、「
あ
ふ
み
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
挙
げ
て
い
き
た
い（
４
）。

現
時
点
で
、
国
名
あ
ふ
み
が
記
さ
れ
た
最
古
の
資
料
は
、
奈
良
県
明
日
香
村
の

飛
鳥
京
遺
跡
出
土
の
木
簡
で
あ
る
。
釈
読
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
近
淡
」
の
二
字

だ
け
で
あ
る
が
、
淡
の
下
に
「
海
」
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
木

簡
は
、
土
坑
内
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
木
簡
の
一
部
で
あ
る
が
、
一
連
の
木

簡
が
「
出
土
状
況
か
ら
推
し
て
土
坑
へ
は
一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
」
こ
と
、「
大
化
五
（
六
四
九
）
年
二
月
か
ら
天
武
一
四
（
六
八
四
）
年
正

月
の
間
を
限
っ
て
施
行
さ
れ
た
冠
位
の
み
え
る
」
木
簡
が
あ
る
こ
と
、「
辛
巳
年 

と
い
う
干
支
の
年
紀
の
は
っ
き
り
読
め
る
」
木
簡
が
あ
る
こ
と
等
の
条
件
か
ら
、

天
武
一
〇
（
六
八
一
）
年
に
作
ら
れ
た
木
簡
と
推
測
さ
れ
て
い
る（
５
）。

ま
た
、
同
じ
く
木
簡
資
料
に
、
藤
原
京
の
飛
鳥
池
遺
跡
に
お
い
て
も
淡
海
と
推

定
釈
読
で
き
る
も
の
が
出
土
さ
れ
て
い
る
が
、
左
半
分
を
欠
い
た
木
簡
で
あ
る
。

淡
の
旁
は
明
確
で
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
、
推
定
の
域
を
出
な
い
。
ま
た
、

前
者
の
よ
う
に
年
代
が
一
点
に
特
定
で
き
る
資
料
で
は
な
く
、
七
世
紀
後
半
頃
と

幅
の
あ
る
年
代
判
定
が
な
さ
れ
て
い
る（
６
）。

現
時
点
で
は
、
淡
海
の
表
記
の
な
さ
れ
た
木
簡
は
、
こ
の
二
点
で
あ
る
が
、
二

点
よ
り
、「
淡
海
」
の
表
記
が
七
世
紀
後
半
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

文
献
資
料
で
は
、『
古
事
記
』
に
国
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
近
淡
海
」、「
淡

海
」
の
表
記
が
あ
る
。「
淡
海
」
が
淡
水
の
水み
ず

海う
み

そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、
次
の
歌
謡
が
あ
る
。

　

 　

是
に
、
其
の
忍
熊
王
と
伊
佐
比
宿
禰
と
、
共
に
追
ひ
迫
め
ら
え
て
船
に
乗

り
海
に
浮
き
て
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

　
　
　

 

い
ざ
吾
君 

振
熊
が 

痛
手
負
は
ず
は 

鳰
鳥
の 

淡
海
の
海
に
〈
阿
布
美
能

宇
美
邇
〉
潜
き
せ
な
わ

　
　

即
ち
、
海
に
入
り
て
、
共
に
死
に
き
。 

（
中
・
仲
哀
天
皇　

歌
謡
38
）

ア
フ
ミ
が
表
す
も
の
は
国
の
名
で
あ
り
、
海
が
喚
起
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
淡



「
あ
ふ
み
」、
掛
詞
と
し
て
の
出
発

一
九

海
の
国
に
あ
る
ミ
ズ
ウ
ミ
、
つ
ま
り
琵
琶
湖
を
表
現
す
る
た
め
に
、「
ア
フ
ミ
ノ

ウ
ミ
ニ
」
と
さ
ら
に
海
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
例
の
引
用
部
分
の
前

に
、「
故
、
逢
坂
に
逃
げ
退
き
て
、」
と
い
う
一
節
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌
謡
の
前

後
の
二
つ
の
「
海
」
は
琵
琶
湖
を
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
淡
海
の
海
」
は
歌

謡
部
分
の
萬
葉
仮
名
の
表
記
か
ら
「
ア
フ
ミ
ノ
ウ
ミ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
確
で
あ
る
。
今
一
つ
、一
字
一
音
で
「
ア
フ
ミ
」
と
表
記
し
た
歌
謡
が
あ
る
。

　

 

置
目
も
や 

淡
海
の
置
目
〈
阿
布
美
能
淤
岐
米
〉
明
日
よ
り
は 

み
山
隠
り
て 

見
え
ず
か
も
あ
ら
む 

（
下
・
顕
宗
天
皇　

歌
謡
112
）

こ
の
二
例
よ
り
、「
ア
フ
ミ
」と
い
う
発
音
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、

『
古
事
記
』
に
国
名
と
し
て
の
「
近
淡
海
」
は
十
例
、「
淡
海
」
は
八
例
で
あ
る
。「
近

江
」
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
、『
日
本
書
紀
』
に
み
ら
れ
る
「
あ
ふ
み
」
表
記
は
、「
近
江
」
八
十
一
例

に
対
し
、「
淡
海
」
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

　

 

是
の
月
に
、
淡
海
国
の
言
さ
く
〈
淡
海
国
言
〉、「
坂
田
郡
の
人
、
小
竹
田
史

身
が
猪
槽
の
水
中
に
、
忽
然
に
稲
生
れ
り
。
身
、
取
り
て
収
め
、
日
々
に
富

を
致
せ
り
。
…
」
と
ま
を
す
。 

（
巻
27　

天
智
天
皇 
三
年
）

こ
の
一
例
に
の
み
「
淡
海
」
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
疑
問
が
残
る
が
、「
言
さ
く
」

内
容
が
昔
話
で
あ
る
こ
と
、
近
江
大
津
宮
に
遷
都
し
た
天
智
天
皇
の
段
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
も
の
か
。

『
古
事
記
』
同
様
、
歌
謡
に
は
一
字
一
音
で
表
記
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。

　

時
に
武
内
宿
禰
、
歌
し
て
曰
く
、

　
　
　

 

淡
海
の
海
〈
阿
布
弥
能
弥
〉
瀬
田
の
済
に 

潜
く
鳥 

目
に
し
見
え
ね
ば 

憤
し
も

　

 

と
い
ふ
。
是
に
、
其
の
屍
を
探
れ
ど
も
得
ず
。
然
し
て
後
に
、
数
日
て
菟
道

河
に
出
づ
。
武
内
宿
禰
、
亦
歌
し
て
曰
く

　
　
　

 

淡
海
の
海
〈
阿
布
瀰
能
瀰
〉
瀬
田
の
済
に 

潜
く
鳥 

田
上
過
ぎ
て 

宇
治

に
捕
へ
つ

　

と
い
ふ
。 

（
巻
9　

神
功
皇
后　

歌
謡
30
・
31
）

こ
の
例
か
ら
、「
ア
フ
ミ
ノ
ミ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
古
事

記
』
で
は
「
ア
フ
ミ
ノ
ウ
ミ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
が
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
ア

フ
ミ
ノ
ミ
」
で
、「
ウ
ミ
」
の
ウ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

『
萬
葉
集
』
の
「
あ
ふ
み
」
表
記
は
、「
淡
海
」、「
近
江
」、「
相
海
」
の
三
つ
が

見
ら
れ
る
。

そ
の
「
淡
海
」
の
表
記
の
う
ち
、
一
例
の
み
湖
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
歌
が

あ
る
。

　

 

草
枕 

旅
の
憂
へ
を 

慰
も
る 

事
も
あ
り
や
と 

筑
波
嶺
に 

登
り
て
見
れ
ば 

尾

花
散
る 

師
付
の
田
居
に 

雁
が
ね
も 

寒
く
来
鳴
き
ぬ 

新
治
の 

鳥
羽
の
淡
海

も
〈
鳥
羽
能
淡
海
毛
〉
秋
風
に 

白
波
立
ち
ぬ 

 

（
9
・
一
七
五
七
）

あ
ふ
み
が
普
通
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
で
あ
る
。一
七
五
七
歌
の
淡
海
は
、

鳥
羽
に
あ
る
湖
（
筑
波
国
の
古
湖
）
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
例
以
外
の
あ
ふ
み
は
、

国
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
表
記
ご
と
に
歌
を
あ
げ
、
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、「
淡
海
」
表
記
の
歌
は
、

　

近
江
の
海
〈
淡
海
乃
海
〉 

夕
波
千
鳥 

汝
が
鳴
け
ば 

心
も
し
の
に 

古
思
ほ
ゆ           

（
3
・
二
六
六
）

　

 

近
江
の
や
〈
淡
海
之
哉
〉 

八
橋
の
篠
を 

矢
は
が
ず
て 

ま
こ
と
あ
り
得
む
や 
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二
〇

恋
し
き
も
の
を 

（
7
・
一
三
五
一
）

な
ど
十
六
例
あ
る
。
二
六
六
歌
は
、「
淡
海
乃
海
」
表
記
で
、「
淡
海
国
の
海
」
を

意
味
す
る
。
一
三
五
一
歌
の
八
橋
は
、
現
在
の
滋
賀
県
草
津
市
に
あ
る
地
名
で
あ

る
。
次
に
、「
近
江
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
例
は
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

磯
の
崎 
漕
ぎ
廻
み
行
け
ば 

近
江
の
海
〈
近
江
海
〉
八
十
の
湊
に 

鶴
さ
は
に

鳴
く 

（
3
・
二
七
三
）

　

 

…
ち
は
や
ぶ
る 

宇
治
の
渡
り
の 

激
つ
瀬
を 

見
つ
つ
渡
り
て 

近
江
道
の
〈
近

江
道
乃
〉
逢
坂
山
に
手
向
し
て 

（
13
・
三
二
四
〇
）

な
ど
五
例
で
あ
る
。
最
後
に
、「
相
海
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
二
例

で
あ
る
。

　

 

我
妹
子
に 

ま
た
も
近
江
の
〈
又
毛
相
海
之
〉
安
の
川 

安
眠
も
寝
ず
に 

恋
ひ

渡
る
か
も 

（
12
・
三
一
五
七
）

　

 

あ
を
に
よ
し 

奈
良
山
過
ぎ
て 

も
の
の
ふ
の 

宇
治
川
渡
り 

娘
子
ら
に 

逢
坂

山
に
〈
相
坂
山
丹
〉
手
向
く
さ 

幣
取
り
置
き
て 

我
妹
子
に 
近
江
の
海
の
〈
相

海
之
海
之
〉
沖
つ
波 

来
寄
る
浜
辺
を
く
れ
く
れ
と 

ひ
と
り
そ
我
が
来
る 

妹

が
目
を
欲
り 

（
13
・
三
二
三
七
）

三
一
五
七
歌
の
「
近
江
の
安
の
川
」
は
、
近
江
の
国
の
野
洲
川
の
意
で
あ
り
、

こ
の
「
相
海
」
は
国
名
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、同
時
に
「
我
妹
子
に
ま
た
も
逢
ふ
」

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
萬
葉
集
中
で
、「
相
」
は
「
ア
フ
」
と
訓
ま
れ
、「
逢
う
・

会
う
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
が
多
数
あ
り
、「
相
」
の
字
を
用
い
る
こ
と
で
、

ア
フ
ミ
に
「
逢
ふ
」
の
意
味
を
含
ま
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
二
三
七
歌
の

「
相
海
之
海
之
」
は
、「
近
江
の
国
の
海
」
と
解
釈
で
き
、
国
名
で
あ
る
。
こ
の
歌

は
、「
娘
子
ら
に
逢
ふ
」、「
我
妹
子
に
逢
ふ
」
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ

を
対
応
さ
せ
る
よ
う
、「
相
」
の
字
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
用
法
か

ら
も
、
国
名
は
「
ア
フ
ミ
」
と
い
う
音
節
構
造
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

こ
の
二
首
の
「
近
江
・
淡
海
」
の
「
相
」
が
掛
詞
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

後
に
関
説
す
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、「
淡
海
」
は
文
献
資
料
が
見
え
る
段
階
の
時
代
に
は
「
ア

フ
ミ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
淡
海
」
と
表
記
し
た
例
に
は
、「
淡

水
の
湖
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
見
え
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
大
多
数
が

国
名
を
表
し
て
お
り
、「
淡
海
」表
記
が
国
名
と
し
て
定
着
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、「
ア
フ
ミ
」
表
記
の
大
き
な
流
れ
が
、「
近
淡
海
」
↓
「
淡
海
」
↓
「
近

江
」
で
、
非
公
式
文
書
で
日
常
に
密
着
し
た
歌
と
い
う
存
在
の
表
記
と
し
て
「
相

海
」
が
あ
る（
７
）、
と
い
え
る
。

し
か
し
、
一
方
で
萬
葉
集
中
の
歌
の
う
ち
、
人
麻
呂
歌
集
か
ら
採
録
さ
れ
た
歌

の
用
例
に
着
目
す
る
と
、「
淡
海
」
か
ら
「
近
江
」
へ
の
流
れ
と
逆
ら
う
。
人
麻

呂
歌
集
は
、
成
立
年
代
が
、
ち
ょ
う
ど
先
の
二
種
の
国
名
表
記
に
微
妙
に
関
わ
る

と
考
え
ら
れ
、
重
要
で
あ
る
。

　

青
角
髪　

依
網
原　

人
相
鴨　

石
走　

淡
海
県　

物
語
為
（
7
・
一
二
八
七
）

　

淡
海
　々

奥
白
波　

雖
不
知　

妹
所
云　

七
日
越
来 

（
11
・
二
四
三
五
）

　

淡
海　

奥
嶋
山　

奥
儲　

吾
念
妹　

言
繁 

（
11
・
二
四
三
九
）

　

近
江
海　

奥
滂
船　

重
石
下　

蔵
公
之　

事
待
吾
序 

（
11
・
二
四
四
〇
）

　

淡
海
　々

沈
白
玉　

不
知　

従
恋
者　

今
益 

（
11
・
二
四
四
五
）

人
麻
呂
歌
集
の
例
は
、
こ
の
五
首
で
あ
る
。
ア
フ
ミ
の
表
記
は
、「
淡
海
」、「
近

江
」
の
二
種
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
四
四
〇
歌
の
み
、
非
略
体
歌
で
あ

り
、
あ
と
の
例
は
略
体
歌
で
あ
る
が
、
そ
の
非
略
体
歌
に
の
み
「
近
江
」
が
用
い



「
あ
ふ
み
」、
掛
詞
と
し
て
の
出
発

二
一

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
略
体
を
古
体
、
非
略
体
を
新
体
と
す
る
考
え（
８
）

に
は
、
現
在
大
方
は
否
定
的
で
あ
る
が
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
に
記
紀
・

木
簡
の
例
か
ら
立
て
た
、「
近
江
」
の
表
記
が
平
城
京
遷
都
以
降
に
出
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
す
る
推
測
と
整
合
し
な
い
。
人
麻
呂
歌
集
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

は
、
未
だ
定
説
を
見
な
い
が
、
歌
は
持
統
天
皇
四
（
六
八
九
）
年
頃
ま
で
の
作
で

あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
人
麻
呂
は
平
城
京
遷
都
以
前
に
没
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
人
麻
呂
は
藤
原
京
時
代
に
二
種
の
表
記
の
使
い
分
け
を
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
人
麻
呂
歌
集
の
「
近
江
」
表
記
例
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
の
詔
を

待
た
ず
し
て
現
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
他
資
料
と
合
わ
せ
見
た
際
の
表
記
の
大

き
な
流
れ
が
「
淡
海
」
か
ら
「
近
江
」
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
が
、
藤
原

京
時
代
に
「
近
江
」
表
記
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二

ア
フ
ミ
が
「
逢
ふ
身
」
と
掛
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
ミ
の
音
節
か
ら
身
の
意
味

が
喚
起
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

身
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
複
数
の
辞
書
か
ら
「
身
」
の

意
味
を
確
認
し（
９
）、
上
代
お
よ
び
平
安
朝
和
歌
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
け

に
絞
り
、
分
類
す
る
と
、
次
の
五
つ
と
な
る
。

　

①
（
人
や
動
物
の
）
か
ら
だ
。
肉
体
。

　

②
（
け
も
の
や
魚
の
）
肉
。　

　

③
身
分
。
身
の
上
。
分
際
。　

　

④
自
分
。
わ
が
身
。　

　

⑤
命
。

こ
の
五
つ
を
大
別
す
る
な
ら
ば
、
①
と
②
、
③
と
④
と
⑤
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

前
者
は
、
人
間
や
動
物
、
生
き
て
い
る
も
の
の
か
ら
だ
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
か
ら
だ
と
は
、
本
来
持
ち
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
赤
ん
坊
が
年
を
重
ね

る
に
つ
れ
大
き
く
な
る
よ
う
に
、
変
化
し
な
い
も
の
で
は
な
い
が
、
運
命
と
し
て

引
き
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
ら
だ
は
、
目
に
見
え
る
形
と
し
て

私
た
ち
の
前
に
現
れ
る
。
後
者
は
、
人
間
の
人
生
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
生
そ

の
も
の
と
は
、
あ
る
人
か
ら
あ
る
一
点
の
時
間
の
み
を
見
つ
め
る
の
で
は
な
く
、

積
み
重
ね
た
生
き
ざ
ま
を
見
つ
め
る
、
時
間
性
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
時
間
軸

上
に
生
き
て
ゆ
く
も
の
は
、
喜
怒
哀
楽
を
起
こ
さ
せ
る
心
を
持
ち
合
わ
す
が
、
心

は
、
身
に
内
包
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
単
独
で
は
存
在
し
な
い
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
身
と
心
が
乖
離
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
だ
が
、
身
と
心
の
持
ち
主
は

同
一
で
あ
る
。

で
は
、
歌
の
中
で
、
身
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

萬
葉
集
と
平
安
朝
和
歌
か
ら
、
身
が
用
い
ら
れ
て
い
る
歌
を
あ
げ
、
考
察
し
て
い

き
た
い
。
萬
葉
集
中
に
は
、
身
を
含
む
歌
が
四
十
四
首
あ
り
、
萬
葉
仮
名
に
よ
る

表
記
は
、
身
・
微
・
未
の
三
つ
で
あ
る
。
古
今
集
中
に
は
、
六
十
九
例
、
後
撰
集

中
に
は
百
三
十
九
例
ほ
ど
身
の
用
例
が
あ
る
。

　
 

剣
大
刀　

身
に
佩
き
添
ふ
る　

ま
す
ら
を
や　

恋
と
い
ふ
も
の
を　

忍
び
か

ね
て
む 

（
萬
11
・
二
六
三
五
）

　

 
…
夫
の
命
の　

た
た
な
づ
く　

柔
肌
す
ら
を　

剣
大
刀　

身
に
副
へ
寝
ね
ば

　

ぬ
ば
た
ま
の　

夜
床　
　

も
荒
る
ら
む
… 

（
萬
1
・
一
九
四
）

　

う
ち
鼻
ひ　

鼻
を
そ
ひ
つ
る　

剣
大
刀　

身
に
添
ふ
妹
し　

思
ひ
け
ら
し
も



二　

條　

絵
実
子

二
二

（
萬
11
・
二
六
三
七
）

　
 

し
ら
ぬ
ひ　

筑
紫
の
綿
は　

身
に
着
け
て　

い
ま
だ
は
着
ね
ど　

暖
け
く
見
ゆ

 

（
萬
3
・
三
三
六
）

　

富
人
の　

家
の
子
ど
も
の　

着
る
身
な
み　

腐
し
捨
つ
ら
む　

絁
綿
ら
は
も

 

　
　
（
萬
5
・
九
〇
〇
）

こ
れ
ら
の
歌
の
身
は
、
か
ら
だ
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
人
間

と
い
う
形
あ
る
物
体
に
剣
や
夫
、
妹
、
綿
が
密
着
し
た
状
態
で
あ
る
。「
剣
大
刀
」

は
、「
身
に
添
ふ
」
に
か
か
る
枕
詞
で
、
剣
大
刀
が
常
日
頃
、
肌
身
離
さ
ず
携
帯

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
現
代
で
も
「
衣
服

を
着
る
」
こ
と
を
、「
身
に
着
け
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
人
間
の
形

に
衣
服
を
着
せ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
三
三
六
、九
〇
〇
歌
の
状
態
と
同
様
で
あ
る
。

　

 

…
我
が
子
の
刀
自
を　

ぬ
ば
た
ま
の　

夜
昼
と
い
は
ず　

思
ふ
に
し　

我
が

身
は
痩
せ
ぬ　

嘆
く
に
し　

袖
さ
へ
濡
れ
ぬ
… 
（
萬
4
・
七
二
三
）

　

 

二
つ
な
き　

恋
を
し
す
れ
ば　

常
の
帯
を　

三
重
に
結
ふ
べ
く　

我
が
身
は

な
り
ぬ 

（
萬
13
・
三
二
七
三
）

こ
れ
ら
の
歌
も
、
身
が
か
ら
だ
を
指
し
て
い
る
。
あ
る
時
点
と
今
の
時
点
を
比

較
し
た
時
、
か
ら
だ
の
体
積
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
を
詠
む
。
減
る
と
い
う
状

態
は
、
視
覚
で
認
識
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
要
素
の
う
ち
、
輪
郭
の
あ
る

か
ら
だ
を
表
し
て
い
る
。

　

 

朝
影
に　

我
が
身
は
な
り
ぬ　

玉
か
き
る　

ほ
の
か
に
見
え
て　

去
に
し
児

故
に 

（
萬
11
・
二
三
九
四　

12
・
三
〇
八
五
に
重
出
）

　

朝
影
に　

我
が
身
は
な
り
ぬ　

韓
衣　

裾
の
あ
は
ず
て　

久
し
く
な
れ
ば

 

（
萬
11
・
二
六
一
九
）

影
と
は
、
物
体
に
光
が
射
し
た
時
、
そ
の
も
の
の
背
後
に
で
き
る
暗
い
形
で
あ

り
、
物
体
が
移
動
す
れ
ば
、
一
緒
に
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
朝
影
と
は
、

朝
、
太
陽
が
低
い
位
置
か
ら
照
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
細
く
長
い
影
が
で
き
る
よ
う

す
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
、
も
と
の
姿
か
た
ち
と
大
き
く
変
わ
っ
た
姿
に
自
分
の

か
ら
だ
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
嘆
く
歌
で
あ
る
が
、
身
、
つ
ま
り
形
あ
る
姿

が
、
形
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
に
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
身
は
こ
こ

で
も
か
ら
だ
そ
の
も
の
と
い
え
る
。

　

 

こ
ひ
す
れ
ば
わ
が
身
は
影
と
な
り
に
け
り
さ
り
と
て
人
に
添
は
ぬ
も
の
ゆ
へ

 

（
古
今　

恋
一
・
五
二
八
）

萬
葉
集
の
歌
を
意
識
し
て
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
、
古
今
集
の
歌
で
あ
り
、
身
が
影

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
く
部
分
は
萬
葉
集
と
同
様
で
あ
る
。

　

 

…
は
し
き
や
し　

妹
が
あ
り
せ
ば　

水
鴨
な
す　

二
人
並
び
居　

手
折
り
て

も　

見
せ
ま
し
も
の
を　

う
つ
せ
み
の　

借
れ
る
身
な
れ
ば　

露
霜
の　

消

ぬ
る
が
ご
と
く
… 

（
萬
3
・
四
六
六
）

　

朝
露
の　

消
易
き
我
が
身　

老
い
ぬ
と
も　

ま
た
を
ち
反
り　

君
を
し
待
た
む

 

（
萬
11
・
二
六
八
九
）

　

 

朝
日
さ
す　

春
日
の
小
野
に　

置
く
霜
の　

消
ぬ
べ
き
我
が
身　

惜
し
け
く

も
な
し 

（
萬
12
・
三
〇
四
二
）

こ
れ
ら
三
首
は
、
身
が
露
の
よ
う
に
消
え
や
す
い
も
の
で
あ
る
と
詠
む
。
形
あ

る
も
の
で
な
い
限
り
、
消
え
る
行
為
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
身
が
指
す
も

の
は
か
ら
だ
で
あ
る
と
い
え
る
。

次
の
よ
う
に
、
身
と
心
が
対
応
し
て
い
る
歌
も
見
ら
れ
る
。

　

 

天
雲
の　

外
に
見
し
よ
り　

我
妹
子
に　

心
も
身
さ
へ　

寄
り
に
し
も
の
を



「
あ
ふ
み
」、
掛
詞
と
し
て
の
出
発

二
三

 

（
萬
4
・
五
四
七
）

　
 

我
が
身
こ
そ　

関
山
越
え
て　

こ
こ
に
あ
ら
め　

心
は
妹
に　

寄
り
に
し
も

の
を 

（
萬
15
・
三
七
五
七
）

五
四
七
歌
は
、
あ
な
た
に
心
も
身
も
寄
り
添
っ
て
い
ま
し
た
よ
、
と
解
釈
で
き
、

人
の
中
に
、
精
神
的
要
素
た
る
心
と
、
身
体
性
要
素
た
る
身
が
存
在
し
、
そ
の
両

方
が
寄
り
添
っ
て
い
る
の
だ
、
と
読
め
る
。
三
七
五
七
歌
は
、
私
の
身
は
関
や
山

を
越
え
た
遠
い
地
に
あ
る
の
で
、こ
こ
に
は
い
な
い
が
、心
は
あ
な
た
に
寄
り
添
っ

て
い
る
も
の
だ
、
と
解
釈
で
き
、
心
と
身
が
乖
離
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
も
の
の
、

心
と
身
は
、
同
一
人
物
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
概
念
は
、
古
今
集
の
次
の

歌
に
も
引
き
継
が
れ
る
。

　
　
　

東
の
方
へ
ま
か
り
け
る
人
に
、
よ
み
て
、
遣
は
し
け
る

　

お
も
へ
ど
も
身
を
し
分
け
ね
ば
目
に
見
え
ぬ
心
を
き
み
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
や
る

 
（
古
今　

離
別
・
三
七
三
）

三
七
三
歌
は
、
萬
葉
集
三
七
五
七
歌
と
同
じ
感
情
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
あ

な
た
の
こ
と
が
い
と
お
し
い
が
、
か
ら
だ
を
分
け
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
目

に
は
見
え
な
い
心
を
あ
な
た
へ
は
る
か
に
寄
り
添
い
ま
す
、と
読
め
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
三
七
三
歌
を
元
に
、
後
撰
集
で
は
次
の
よ
う
な
歌
が
詠
ま
れ
る
。

　

思
や
る
心
に
た
ぐ
ふ
身
な
り
せ
ば
一
日
に
千
度
君
は
み
て
ま
し

 

（
後
撰　

恋
二
・
六
七
八
）

あ
な
た
に
思
い
を
寄
せ
る
心
と
か
ら
だ
が
一
緒
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
一
日
に
千

度
で
も
あ
な
た
を
み
た
だ
ろ
う
に
、
と
読
め
る
。
思
い
を
は
せ
る
君
は
、
遠
く
に

い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
遠
い
君
の
も
と
に
あ
る
心
が
か
ら
だ
と
寄
り
添
う
の
で
あ

れ
ば
、
と
前
句
で
仮
定
す
る
。

　

寄
る
べ
な
み
身
を
こ
そ
と
を
く
へ
だ
て
つ
れ
心
は
君
が
影
と
な
り
に
き

 

（
古
今　

恋
三
・
六
一
九
）

　
　
　

人
を
訪
は
で
久
し
う
あ
り
け
る
折
に
、
あ
ひ
怨
み
け
れ
ば
、
よ
め
る

　

身
を
す
て
て
行
き
や
し
に
け
む
思
ふ
よ
り
外
な
る
物
は
心
な
り
け
り

 

（
古
今　

雑
下
・
九
七
七
）

こ
れ
ら
二
首
も
、
同
様
に
身
と
心
の
乖
離
が
見
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
に
見
て
き
た
身
は
、
身
体
性
を
強
く
表
現
す
る
、
か
ら
だ
と
し
て
の

身
で
あ
る
。
次
に
、
時
間
性
を
表
現
す
る
身
を
見
て
い
き
た
い
。

　

 

…
も
の
の
ふ
の　

八
十
宇
治
川
に　

玉
藻
な
す　

浮
か
べ
流
せ
れ　

そ
を
取

る
と　

騒
ぐ
御
民
も　

家
忘
れ　

身
も
た
な
知
ら
ず　

鴨
じ
も
の　

水
に
浮

き
居
て
… 

（
萬
1
・
五
〇
）

　

 

金
門
に
し　

人
の
来
立
て
ば　

夜
中
に
も　

身
は
た
な
知
ら
ず　

出
で
て
そ

あ
ひ
け
る 

（
萬
9
・
一
七
三
九
）

　

 

…
花
の
ご
と　

笑
み
て
立
て
れ
ば　

夏
虫
の　

火
に
入
る
が
ご
と　

湊
入
り

に　

船
漕
ぐ
ご
と
く　

行
き
か
ぐ
れ　

人
の
言
ふ
時　

い
く
ば
く
も　

生
け

ら
ぬ
も
の
を　

な
に
す
と
か　

身
を
た
な
知
り
て
… 

（
萬
9
・
一
八
〇
七
）

こ
の
三
首
は
、「
身
を
た
な
知
る
」
の
表
現
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
な

知
る
（
た
な
知
ら
ぬ
）
身
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
た
な
と
は
、
す
っ
か
り
、

十
分
に
、
の
よ
う
な
全
量
の
意
を
添
え
る
接
頭
語
で
あ
り
、
自
分
の
お
か
れ
た
状

況
を
全
く
わ
か
ら
ず
（
た
な
知
ら
ず
）、
身
の
上
を
す
み
ず
み
ま
で
理
解
し
て
し

ま
い
（
た
な
知
る
）
な
ど
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う（
10
）。

　
　
　

一
、
所
心
に
答
へ
、
即
ち
古
人
の
跡
を
以
て
、
今
日
の
意
に
代
へ
て

　

 

恋
ふ
と
い
ふ
は　

え
も
名
付
け
た
り　

言
ふ
す
べ
の　

た
づ
き
も
な
き
は　



二　

條　

絵
実
子

二
四

我
が
身
な
り
け
り 

（
萬
18
・
四
〇
七
八
）

四
〇
七
八
歌
は
、
題
詞
に
「
今
日
の
意
に
代
へ
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、今
日
の
気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
た
づ
き
も
な
き
我
が
身
と
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
わ
た
し
、
で
あ
り
、
身
が
精
神
的
要
素
を
も

含
ん
だ
わ
た
し
自
身
を
指
す
。
歌
中
に
、「
我
が
身
」
と
し
て
詠
み
込
み
、
心
の

中
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
歌
は
、
古
今
集
以
後
急
増
す
る
。
古
今
集
の
身
の
用
例

は
、
半
数
以
上
が
〈
我
が
身
〉
の
語
形
で
表
れ
、「
常
の
帯
を
三
重
に
結
ふ
べ
く

我
が
身
」
の
よ
う
に
「
我
が
身
」
が
「
私
の
か
ら
だ
」
と
解
釈
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
我
心
を
内
包
し
た
「
我
が
身
」
で
あ
り
、
時
間
性
を
保
っ
た
わ
た
し
と
解

釈
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

ち
る
花
を
な
に
か
う
ら
見
む
世
中
に
わ
が
身
も
と
も
に
あ
ら
む
も
の
か
は

 
（
古
今　

春
下
・
一
一
二
）

　
　
　

世
中
の
は
か
な
き
こ
と
を
思
け
る
折
に
、
菊
の
花
を
見
て
、
よ
み
け
る

　

秋
の
菊
に
ほ
ふ
か
ぎ
り
は
か
ざ
し
て
む
花
よ
り
さ
き
と
知
ら
ぬ
わ
が
身
を

 

（
古
今　

秋
下
・
二
七
六
）

　
　
　

 

物
思
ひ
け
る
頃
、
も
の
へ
ま
か
り
け
る
道
に
、
野
火
の
燃
え
け
る
を
見

て
、
よ
め
る

　

冬
が
れ
の
野
べ
と
わ
が
身
を
思
ひ
せ
ば
も
え
て
も
春
を
待
た
ま
し
物
を

 

（
古
今　

恋
五
・
七
九
一
）

一
一
二
歌
は
、花
も
我
が
身
も
こ
の
世
に
永
ら
え
な
い
こ
と
を
嘆
く
歌
で
あ
る
。

散
っ
て
い
く
花
と
同
じ
よ
う
に
永
ら
え
な
い
我
が
身
と
は
、
命
を
指
す
。
二
七
六

歌
は
秋
の
花
と
と
も
に
我
が
身
を
詠
み
こ
む
。
花
よ
り
さ
き
と
知
ら
ぬ
わ
が
身
と

は
、
花
よ
り
先
に
散
っ
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
命
途
絶
え
て
し
ま
う
わ
た
し
で
あ
る
。

七
九
一
歌
は
、
訪
れ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
を
、
冬
が
れ
の
野
べ
と
喩
え

る
。
冬
が
れ
の
野
べ
は
、
早
春
に
野
焼
き
さ
れ
る
。
も
し
、
わ
た
し
が
冬
が
れ
の

野
べ
と
思
お
う
も
の
な
ら
、
燃
え
て
春
を
待
つ
で
あ
ろ
う
に
、
と
解
釈
さ
れ
る
。

実
際
は
、
再
び
恋
が
燃
え
る
、
ま
た
は
、
萌
え
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
嘆
く
も
の

で
あ
る
。
こ
の
歌
の
我
が
身
は
、
心
を
抱
え
た
わ
た
し
で
あ
る
。
古
今
集
に
お
け

る
「
我
が
身
」
は
、
以
上
の
三
首
の
よ
う
に
「
命
」、「
わ
た
し
自
身
」
と
解
釈
で

き
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。「
か
ら
だ
」
と
解
釈
で
き
る
「
我
が
身
」
は
、
我
が

身
が
影
に
な
る
、
と
い
っ
た
萬
葉
集
以
来
の
表
現
を
元
に
し
た
歌
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。

　

 

…
千
沼
壮
士　

菟
原
壮
士
の　

う
つ
せ
み
の　

名
を
争
ふ
と　

た
ま
き
は
る

　

命
も
捨
て
て　

争
ひ
に　

妻
問
ひ
し
け
る　

処
女
ら
が　

聞
け
ば
悲
し
さ

　

 

春
花
の　

に
ほ
え
栄
え
て　

秋
の
葉
の　

に
ほ
ひ
に
照
れ
る　

あ
た
ら
し

き　

身
の
盛
り
す
ら　

ま
す
ら
を
の　

言
い
た
は
し
み　

父
母
に　

申
し

別
れ
て
… 

（
萬
19
・
四
二
一
一
）

四
二
一
一
歌
の
身
の
盛
り
と
は
、
人
生
の
若
い
盛
り
で
あ
る
。
人
の
命
は
、
盛

り
も
あ
れ
ば
、
衰
え
ゆ
く
こ
と
も
あ
り
、
身
と
は
、
そ
れ
ら
時
間
を
超
え
生
き
る

人
間
を
表
す
。「
身
の
盛
り
」
と
い
う
表
現
は
、
萬
葉
集
の
み
で
あ
り
、
古
今
集

で
は
次
の
歌
の
よ
う
に
「
わ
が
栄
り
」
と
表
現
さ
れ
る
。

　

さ
ゝ
の
葉
に
ふ
り
つ
む
雪
の
末
を
お
も
み
本
く
た
ち
行
わ
が
栄
り
は
も

 

（
雑
上
・
八
九
一
）

そ
の
の
ち
の
時
代
に
「
さ
か
り
」
で
表
現
さ
れ
る
も
の
は
、人
の
命
で
は
な
く
、

花
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
。
ま
た
、
身
の
盛
り
を
「
あ
た
ら
し
き
」
も
の
と
し
て
歌
う

の
は
、
萬
葉
集
四
二
一
一
歌
の
み
で
あ
り
、
古
今
集
八
九
一
歌
で
は
く
た
ち
行
栄



「
あ
ふ
み
」、
掛
詞
と
し
て
の
出
発

二
五

り
、
つ
ま
り
盛
り
が
衰
え
て
ゆ
く
こ
と
を
悲
し
ん
で
い
る
。

　

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に

 

（
古
今　

春
下
・
一
一
三
）

　
　
　

 
雷
壺
に
召
し
た
り
け
る
日
、
大
御
酒
な
ど
賜
べ
て
、
雨
の
い
た
う
降
り

け
れ
ば
、夕
さ
り
ま
で
侍
て
ま
か
り
出
で
け
る
折
に
、さ
か
月
を
取
り
て
、

　

秋
萩
の
花
を
ば
雨
に
ぬ
ら
せ
ど
も
君
を
ば
ま
し
て
お
し
と
こ
そ
お
も
へ

　
　
　

と
よ
め
り
け
る
返
し       　

                         　
　
　

　

お
し
む
ら
ん
人
の
心
を
知
ら
ぬ
ま
に
秋
の
し
ぐ
れ
と
身
ぞ
ふ
り
に
け
る

 

（
古
今　

離
別
・
三
九
七
・
三
九
八
）

　

白
雪
の
と
も
に
わ
が
身
は
ふ
り
ぬ
れ
ど
心
は
消
え
ぬ
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る

 
（
古
今　

雑
体
・
一
〇
六
五
）

こ
の
三
首
は
、「
身
が
ふ
る
（
古
・
経
・
降
）」
例
で
あ
る
。
ふ
る
行
為
は
、
時

間
性
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
身
が
時
間
性
を
持
つ
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
「
身
が
ふ

る
」
の
表
現
が
成
り
立
つ
と
い
え
る
。
い
ず
れ
も
、身
が
ふ
る
こ
と
を
憂
う
歌
で
、

萬
葉
集
四
二
一
一
歌
の
「
身
の
盛
り
」
が
表
現
す
る
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

は
こ
こ
に
は
な
い
。

時
間
性
を
表
現
す
る
「
身
」
は
、人
間
の
精
神
性
を
も
表
現
す
る
。
そ
の
中
で
、

形
と
し
て
の
姿
が
存
在
す
る
「
か
ら
だ
と
し
て
の
身
」
と
は
対
照
的
に
、
命
、
自

分
な
ど
、
心
を
帰
属
さ
せ
た
概
念
と
し
て
定
着
す
る
。
そ
の
結
果
、
身
は
自
ら
が

自
覚
す
る
も
の
と
な
り
、
ふ
る
も
の
と
な
る
。

身
は
、
身
体
性
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
身
と
、
時
間
性
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る

身
の
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
、
萬
葉
集
の
歌
に
多
く
見
ら
れ
、

後
者
は
平
安
朝
和
歌
に
多
く
見
ら
れ
る
。
身
体
性
と
し
て
の
身
は
、現
代
で
も「
肌

身
離
さ
ず
」
な
ど
の
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
用
法
は
消
滅
し
て
は
い
な
い
が
、
古

今
集
以
後
、
歌
の
中
で
詠
ま
れ
る
こ
と
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
心
が
身
に
内
包
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
つ
つ
も
、
身
と
心
を
対
比
的
に
一
首
の
歌
の
中
に
詠
み
込
む
技

法
は
、
人
間
の
内
面
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
古
今
集
以
後
も
発
展
継
続
し
て

い
っ
た
。
内
面
を
技
巧
的
に
詠
む
和
歌
に
親
し
む
平
安
朝
の
人
々
に
と
っ
て
、
身

体
性
と
と
も
に
直
に
表
現
す
る
萬
葉
時
代
の
人
々
の
手
法
は
、
引
き
継
が
れ
る
も

の
で
は
な
く
、萬
葉
人
の
も
の
と
し
て
保
管
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

時
間
性
と
し
て
の
身
は
、
萬
葉
集
に
も
平
安
朝
和
歌
に
も
用
例
が
あ
る
が
、
作
歌

の
方
法
が
継
続
さ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
言
い
難
い
歌
も
多
々
あ
る
。
題
材
の
と

ら
え
方
は
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
平
安
朝
で
は
、
身
と
と
も
に
用

い
ら
れ
る
動
詞
が
増
え
た
。
つ
ま
り
は
身
と
と
も
に
行
わ
れ
る
概
念
が
新
た
に
発

生
し
た
と
い
え
る
。

三　

　

 

我
妹
子
に 

ま
た
も
近
江
の
〈
又
毛
相
海
之
〉
安
の
川 

安
眠
も
寝
ず
に　

恋

ひ
渡
る
か
も 

（
萬
12
・
三
一
五
七　

羈
旅
発
思
）

萬
葉
集
三
一
五
七
歌
に
お
い
て
、
掛
け
ら
れ
て
い
る
語
は
何
で
あ
る
の
か
。

三
一
五
七
歌
は
、
我
妹
子
に
再
び
逢
う
と
い
う
、
近
江
の
野
洲
川
よ
、
安
ら
か
に

寝
る
こ
と
も
で
き
ず
に
、
恋
続
け
る
こ
と
だ
、
と
解
釈
で
き
る
。「
我
妹
子
に
ま

た
も
逢
ふ
」、「
近
江
の
安
の
川
」
と
解
釈
し
以
下
の
句
に
続
い
て
い
く
。

こ
の
歌
は
、「
近
江
」
に
「
逢
ふ
身
」
の
掛
詞
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
述

し
た
条
件
に
即
し
考
え
る
と
、
ま
ず
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
が
存
在
し
て
い
る
時



二　

條　

絵
実
子

二
六

代
背
景
で
ミ
の
音
節
が
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
歌
の
時
代
の
身
の
概
念

か
ら
は
、
身
は
「
逢
う
」
も
の
と
言
え
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
逢
ふ
こ
と
は
、

こ
の
世
の
偶
然
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
も
し
身
と
身
が
逢
う
の
で
あ
れ
ば
、
萬
葉

集
で
は
そ
れ
は
、
半
ば
運
命
的
な
、
存
在
の
本
来
性
を
負
っ
た
必
然
的
な
出
来
事

に
な
る
は
ず
で
は
な
い
の
か
。「
近あ
ふ
み江
」
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
あ
ふ
（
逢

ふ
）」
だ
け
で
あ
っ
て
、
ミ
甲
と
ミ
乙
の
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の
差
を
超
え
て
ま

で
掛
詞
関
係
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

以
下
の
三
首
は
、
古
今
集
、
後
撰
集
か
ら
の
例
で
あ
る
。

　

 

け
ふ
わ
か
れ
あ
す
は
あ
ふ
み
と
お
も
へ
ど
も
夜
や
ふ
け
ぬ
ら
む
袖
の
つ
ゆ
け
き

 

（
古
今　

離
別
・
三
六
九
）

　

あ
ふ
み
て
ふ
方
の
し
る
べ
も
得
て
し
哉
見
る
め
な
き
こ
と
行
き
て
う
ら
み
ん

 

（
後
撰 

恋
四
・
八
五
八
）

　

相
坂
の
関
と
守
ら
る
ゝ
我
な
れ
ば
近
江
て
ふ
ら
ん
方
も
知
ら
れ
ず

（
後
撰 
恋
四
・
八
五
九
）

三
六
九
歌
は
、「
は
じ
め
に
」
に
解
釈
を
し
て
い
る
の
で
省
く
。
八
五
八
歌
は
、

「
近
江
と
い
う
方
向
の
目
印
を
得
た
い
も
の
で
す
、
淡
水
の
水
海
ゆ
え
、
海
松
布

が
生
え
て
い
な
い
こ
と
を
湖
に
赴
き
恨
み
言
で
も
言
い
た
い
こ
と
だ
」
と
解
釈
で

き
る
が
、
同
時
に
、「
あ
な
た
に
逢
ふ
身
と
い
う
道
の
方
向
を
得
た
い
も
の
で
す
、

見
る
目
が
な
い
こ
と
を
、
あ
な
た
の
も
と
へ
行
っ
て
、
恨
み
言
を
言
い
た
い
こ
と

だ
」
と
本
意
を
言
う
。
八
五
九
歌
は
、
八
五
八
歌
の
返
し
で
あ
る
。「
相
坂
の
関

に
見
守
ら
れ
て
い
る
私
で
す
か
ら
、
近
江
と
い
う
方
向
な
ど
知
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
」
と
表
面
的
に
は
言
う
が
、
本
意
は
、「
逢
ふ
こ
と
を
関
で
と
め
ら
れ
て
い

る
私
に
逢
ふ
方
向
な
ど
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」
で
あ
る
。

相
逢
う
こ
と
は
、
時
間
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
逢
う
の
は
、
心
と
心
で
は
な
く
、

生
き
て
あ
る
こ
と
の
時
間
性
を
負
っ
た
身
と
身
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
現

世
性
が
、
前
代
と
異
な
る
こ
の
時
代
の
人
の
自
己
認
識
で
あ
っ
た
。

平
安
朝
以
降
、国
名
「
ア
フ
ミ
」
は
「
近
江
」
と
い
う
表
記
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
、

ミ
が
海
で
あ
る
こ
と
は
喚
起
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
歌
中
に
お
い
て
「
近
江
」

と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
も
の
の
、
か
な
で
「
あ
ふ
み
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
か
な
表
記
の
「
あ
ふ
み
」
は
、「
近
江
」、「
逢
ふ
身
」
の
い
ず
れ

も
喚
起
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
に
よ
る
音
節
の
使
い
分
け

も
な
く
な
り
、海
の
ミ
も
身
の
ミ
も
同
じ
音
節
と
な
っ
た
。平
安
朝
に
お
け
る「
身
」

は
、「
逢
ふ
」
こ
と
が
で
き
る
概
念
に
変
化
し
て
お
り
、「
逢
ふ
身
」
と
い
う
概
念

が
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
よ
り
、
平
安
朝
以
降
、「
近
江
」
が
「
逢
ふ
身
」

の
掛
詞
と
し
て
成
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

注

（
1
） 

「
遠
淡
海
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
北
川
和
秀
氏
が
「
実
際
に
「
遠
淡
海
」
と
い
う

表
記
は
木
簡
に
も
金
石
文
に
も
記
紀
万
葉
等
に
も
見
え
ず
、
わ
ず
か
に
国
造
本
紀

に
見
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
が
、「
近
淡
海
」
が
あ
る
以
上
、
当
然
「
遠
淡
海
」
も

行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。」（「
人
麻
呂
歌
集
の「
近
江
」表
記
に
つ
い
て
」『
柿

本
人
麻
呂
《
全
》』
笠
間
書
院
、平
成
一
二
・
六
）
と
指
摘
さ
れ
る
。
論
者
も
、「
近
江
」

に
対
す
る
「
遠
江
」
の
表
記
が
い
き
な
り
出
現
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、「
遠

近
海
」
表
記
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

（
2
） 

『
説
文
解
字
』
に
、「
江
水
。
従
水
。
工
声
。」
と
あ
る
。

（
3
） 

同
名
の
地
名
に
、「
ち
か
つ
」「
と
ほ
つ
」
を
接
頭
語
的
に
付
け
区
別
し
つ
つ
も
、



「
あ
ふ
み
」、
掛
詞
と
し
て
の
出
発

二
七

の
ち
に
、
都
で
生
活
す
る
者
か
ら
見
て
使
用
頻
度
が
高
い
方
の
地
名
の
接
頭
が
省

略
さ
れ
る
例
に
、「
近
飛
鳥
」「
遠
飛
鳥
」
が
あ
る
。
こ
の
例
は
、
難
波
宮
か
ら
見

て
「
近
つ
」
飛
鳥
、「
遠
つ
」
飛
鳥
、
で
あ
る
が
、
の
ち
の
遷
都
に
よ
り
、「
遠
飛
鳥
」

が
、「
飛
鳥
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
4
） 

「
あ
ふ
み
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
1
）「
人
麻
呂
歌
集
の
「
近
江
」
表

記
に
つ
い
て
」
の
ほ
か
、八
木
京
子
氏
「「
懸
詞
」
と
地
名
表
記
―
七
世
紀
の
文
字
と
、

「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
と
し
て
の
文
字
―
」（『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
五
七
、
平
成

二
〇
・
三
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
5
） 

岸
俊
男
「
飛
鳥
出
土
の
木
簡
削
片
」（『
明
日
香
風
』
17
、
昭
和
六
一
・
一
）

（
6
） 

奈
良
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
一
―
飛
鳥
池
・
山
田
寺
木
簡
―
解
説
、

図
版
』（
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料 
第
七
十
九
冊 

別
冊
、
平
成
一
九
・
三
）

（
7
） 

前
掲
注
（
4
）「「
懸
詞
」
と
地
名
表
記
―
七
世
紀
の
文
字
と
、「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
と

し
て
の
文
字
―
」
に
お
い
て
、「「
う
た
」
の
内
部
に
用
い
ら
れ
る
地
名
表
記
が
、

題
詞
や
左
注
と
異
な
り
、「
自
由
」
な
表
記
傾
向
を
採
る
」
と
指
摘
さ
れ
、
人
麻
呂

の
表
記
に
「「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
、
創
意
工
夫
の
上
で
特
別
に
用
い
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
例
な
ど
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
性
を
有
し
て
い
る
。」
と
述
べ
ら
れ

る
。
三
一
五
七
歌
、
三
二
三
七
歌
は
、
人
麻
呂
の
歌
で
は
な
い
も
の
の
、「
逢
ふ
」

の
意
を
喚
起
さ
れ
る
た
め
に
「
相
」
を
用
い
て
お
り
、「「
自
由
」
な
表
記
傾
向
」

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
8
） 

稲
岡
耕
二
『
人
麻
呂
の
表
現
世
界
』（
岩
波
書
店
、
平
成
三
・
七
）

（
9
） 

参
照
し
た
辞
書
は
、
角
川
古
語
大
辞
典
（
中
村
幸
彦
、
岡
見
正
雄
、
阪
倉
篤
義
編
・

昭
和
五
七
〜
平
成
十
一
）、
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
（
三
省
堂
、
昭
和
四
二
）、

岩
波
古
語
辞
典
（
補
改
版
・
大
野
晋
、
佐
竹
昭
広
、
前
田
金
五
郎
編
・
平
成
二
）、

旺
文
社
古
語
辞
典
（
第
十
版
・
松
村
明
、
山
口
明
穂
、
和
田
利
政
編
、
平
成
二
〇
）

の
四
つ
で
あ
る
。

（
10
） 

一
七
三
九
歌
に
つ
い
て
は
、
坂
本
信
幸
氏
が
「「
身
を
た
な
知
る
」
よ
り
覗
い
知
る

歌
人
高
橋
虫
麻
呂
」（『
萬
葉
』
八
三
、
昭
和
四
九
・
二
）
に
て
、
詳
細
な
解
釈
を
施

さ
れ
て
い
る
。「
手
児
名
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ど
れ
ほ
ど
も
人
と
し
て
生
き
て
い
な

い
娘
子
（
未
だ
人
の
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
自
覚
を
持
つ
に
は
若
す
ぎ
る
年
端

の
娘
子
）
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
よ
う
と
て
、
己
の
身
を
（
ど
う
せ
や
が
て
は
消

ゆ
べ
き
、
借
り
の
身
な
の
だ
と
）
す
っ
か
り
自
覚
し
て
、
波
の
音
の
騒
が
し
い
湊

の
墓
所
に
娘
子
は
臥
し
て
い
る
の
か
…
」（
原
文
漢
字
片
仮
名
文
）
と
述
べ
る
。

※ 

本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、『
古
事
記
』
お
よ
び
『
萬
葉
集
』、『
日
本
書
紀
』
は
、
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
古
今
和
歌
集
』
お
よ
び
『
後
撰
和
歌
集
』
は
新
日
本
古
典
文

学
大
系
を
使
用
し
た
。

※ 

語
彙
の
検
索
に
は
、「
萬
葉
集
電
子
索
引
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
お
よ
び
「
国
歌
大
観
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
」
を
使
用
し
た
。

※
木
簡
の
検
索
に
あ
た
っ
て
は
、奈
良
文
化
財
研
究
所
「
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
た
。

附
記　

 

本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
二
日
、
科
研
費
「
東
ア
ジ
ア

古
典
学
と
し
て
の
上
代
文
学
の
構
築
」
研
究
会
（
於
京
都
大
学
）
に
て
種
々
助
言

を
い
た
だ
い
た
が
、
す
で
に
再
校
の
時
点
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
活
か
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
を
期
し
た
い
。


